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今後の経営戦略について

１）経営改革プランと進捗評価について
２）経営改革プラン 2023年度にやること
３）次期中計について
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※本編で使用されている “BSF”は、 “リチウムイオン電池向けセパレータフィルム製造装置”を示しています。



経営改革プランと
進捗評価について
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経営改革プランの骨子

*QCD：Quality・Cost・Delivery

【組織再編を中核とした経営改革】

① これまで以上に全体最適を図るため、「事業部制」を廃止し、「カンパニー制」を採用

② 生産効率向上・QCD*強化を共通機能として担う「R&Dセンター」「生産センター」を創設

③ 最適資源配分と固定費削減に向けた配置転換と希望退職の実施

【成長分野に対応した投資の推進】

④ 今後成長が見込まれる分野への用途拡大を目指した成長投資の推進

売上高

1,350億円

定量目標

2023年度目標値

連結ベース

営業利益率

8.0％

配当性向

40％目途

ROE

8.5％

具体的施策

【資本効率（ROE）の向上を目指した財務戦略の実行】

⑤ 手元資金を高収益企業への変革に向けた投資に充て、収益性と資本効率の向上を行う

投資計画･

財務戦略

（経営改革プラン期間中）
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実行施策と効果想定（営業利益インパクト）

（単位：億円）
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40

販促費
(代理店
ｺﾐｯｼｮﾝ等)
増加分

生産性
改善に
よる効果

2018年度
営業利益

3

108
(8.0%)

設備投資
に関する
減価償却
費増加

その他

3

希望退職に
よる人員
削減

4

R&D関連・
人的投資に
関する
コスト増

外注費・
労務費増加

3

経費削減 調達コスト
(材料費率)

低減

2023年度
営業利益

2

事業再編/
拠点統合
による効果

38
(3.2%)

増収効果

+70

変動費
低減

ROE
4.9%

ROE
8.5%

（営業利益率）

不採算
整理

売上拡大
投資

固定費削減設備投資・R&D/
人的投資増加分

生産性向上・
増収効果

組織再編を中心とした経営改革に伴う、固定費削減および調達コスト低減を
中心とした施策を着実に実行することで、2023年度に営業利益108億円を達成
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経営改革プラン 各施策と進捗
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上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

事業再編

経営管理

人事関係

営業改革

工場再編

2020 2021 2022 2023

●早期希望退職
●新人事制度（管理職）

●不二精機統合●本社移転(沼津 ⇒ 東京)

●射出成形機・ダイカスト製造部門統合（沼津 ⇒ 相模）

●管理会計システム（経営の見える化）

●UK販社閉鎖

●小型射出成形機 生産海外移管（日本 ⇒ 中国・タイ）

●汎用ロボット生産海外移管（日本 ⇒ 中国）

●RDC(相模集約)

●組織再編（カンパニー制、RDC、生産センターの設置）

〇インド新工場稼働

●技術部門 新３Ｄ‐ＣＡＤシステム（ＤＸ）

●新人事制度（組合員）

●営業活動管理システム

〇物流施設事業開始

●サービス事業

強化の取組

準備／設計／建設



経営改革プランの評価（3年経過時点）

経営改革施策
施策進捗評価（３年経過時点）

計画通り進捗 計画より遅延

①
カンパニー制
（組織再編）

•連結意識醸成、重複業務の削減
•子会社の再編

•射出とダイカストの事業完全融合
（製造部門のみ）

②
生産効率・QCD
強化

•機種ごとに海外・国内工場の棲み分け ―

③
最適資源配分
固定費削減

•希望退職の実施
•押出事業への人員シフト

―

④ 成長投資
•インド新工場建設（23下期稼働）
•DX投資 ⇒ 効果刈取はこれから
•押出機増産のための設備投資

•M&A 複数案件について交渉したが、
実現に至らず ⇒継続して取り組む
•沼津工場再編 ⇒押出機増産優先のため遅れ

⑤ 財務戦略
•物流施設事業（工場敷地活用）
•遊休 福利厚生施設の売却

―

⑥ その他 •押出事業（BSF）の成長
•コロナによる販売・生産遅延
•調達コスト高騰 ⇒次ページに影響記載
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経営改革プラン 改革効果の進捗

（単位：億円）
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2023年度
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2

事業再編/
拠点統合
による効果

38
(3.2%)

増収効果

ROE
4.9%

ROE
8.5%

（営業利益率）

完

× M&A

◎ 押出BSF

海外生産工場の収益性改善

到達途中も効果現れ始める

21年度コストUP(実績) 15億円

22年度コストUP(実績) 20億円
23年度コストUP(予想) 10億円

◼ 2023年3月時点での進捗評価

悪
化
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売価アップ交渉施策により、
23年度までの売上への寄与分

30億円の益効果で挽回を図る

約▲60億円の乖離

45億円

150億円
の予想



経営改革プラン
2023年度にやること
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2023年度 売上高達成に向けた確度

10

※21年4月 収益認識基準の変更による受注残増加分

◼ 受注残高の推移

937 923

698

657

1407

2092

843

単位：億円

‘22/3E
受注残高

‘21/3E＊
受注残高

‘20/3E
受注残高

‘19/3E
受注残高

‘19売上

1168
‘20売上

926

‘21売上

1077

‘22売上

1231

‘18売上

1174

‘18/3E
受注残高

※

‘23/3E
受注残高

‘23売上予想

1800

押出事業の伸張により
目標1350億円クリア見込

うち、1544億円が
押出成形機



押出成形機事業の拡大

‘23～’30年累計の車載用電池容量を7300GWｈと想定

現行生産能力を4ラインから6ラインにUP
（48ライン ⇒ 72ライン）

‘23～’30年度までに必要装置 約912ライン
（約115ライン/年）

BSF1ライン当たり能力

1億㎡/年＝８GWh/年（能力・歩留まり考慮）

◼ 車載用LiBの電池容量予測

5 6
10

28

55

'19 '20 '21 '25 '30 年

百万台

2780GWh

5915GWh

xEV販売予測は㈱富士経済（2022.8）より引用

’25年⇒‘30年

’21年⇒‘25年
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‘24年度中までにアライアンス含め、体制形成

‘30年以降も、脱炭素社会を背景にEV、電力貯蔵等
の増加により需要拡大見込

◼ BSFの売上規模予測

‘30年まで毎年1000～1500億円の売上規模継続



既存事業の構造改革
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ロット販売に注力

固
定
費
圧
縮

事業規模

人員シフト

市
場
成
長
性

押出成形機

工作機械

ダイカストマシン
射出成形機

• グローバル対応 新モデル投入

• インド・北米・欧州強化

汎用ロボット

超精密加工機

中国プラスワンの市場を開拓

射出とダイカストの融合
第1弾：製造部門の統合【済】

第2弾：技術部門の統合【23上】

増産体制構築

高利益率案件に集中



インド市場拡大（射出成形機）

油圧機から電動機への切替需要

油圧式 中大型機の増産 電動式 小型機の生産開始の検討

• 医療・容器業界、日系自動車関連が牽引

• 電動化比率
’21年度 11.5% ⇒ 10年後 31.5%予測

中大型機の拡大（特に自動車産業向け）

• 人口ボーナスにより、白物家電、建材、容器、自
動車の市場伸長期待大

• 数年後、日系自動車業界のインド進出見込む

経済成長著しいインド市場への射出成形機の拡販
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2023年度下期稼働

現状1200台/年 ⇒ 能力的には現工場と合わせてMax4000台/年まで生産可能な工場を建設計画

稼働当初は3200台/年を目指す

2023年4月中旬時点
（建設開始）



投資進捗（2023年度稼働案件）

設備投資案件の垂直立上で、23年度の利益に貢献

◼ MFLP座間（物流施設事業）

◼ BSF用 部材加工設備

23年９月 竣工予定

23年度下期 稼働

スクリュエレメント加工機

◼ インド工場（新工場）

23年度下期 稼働

BM-1000Q

◼ インド工場（射出成形機 部材加工設備）
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23年度上期 ４台稼働
（内、2台は稼働済み）



高付加価値商品の新規開発

～ 先進技術で繋ぐ循環型社会の実現を目指して～
『サステナビリティ（持続可能性）、サーキュラーエコノミー（循環経済）、デジタル化』

芝浦機械ソリューションフェア開催 10月31日（火）~11月2日（木）
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２）DX活用によるサステナビリティーの追求

出展機システム化 ＆ IoT連携による、顧客への高付加価値提案

カテゴリー 摘要分野 射 ダ 押 作 精 制

1 二次電池 電池ケース、セパレータ、電池組立工程 ● ● ●

2 車体、内外装 バイオマスプラ、複合材料、アルミ接合等 ● ● ● ●

3 駆動系 モータケース等 ●

4 自動運転 各種センサー(レンズ)、電気制御(ケース) ● ●

5 電力 蓄電、風力発電、スマートグリッド ● ● ●

6 FCV セパレータ、電極、水素インフラ設備関連 ● ● ● ●

１）GXの一役を担うEV（CASE）を中心とした事業への取組

射：射出成形機 ／ ダ：ダイカストマシン ／ 押：押出成形機 ／ 作：工作機械 ／ 精：超精密加工機 ／ 制：制御システム・ロボット



次期中計について
（2024年度～ ）
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※次期中計については現在策定中であり、確定情報ではございません



メガトレンド
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中国プラスワン

ロシア・ウクライナ
戦争 長期化

エネルギー高騰 物価上昇

人件費
賃上げ

インド投資

原価UP

自動省人化

国家間競争の激化脱炭素社会

EV車 二次電池

再エネ 洋上風力 中国メーカが
トップ10に6社

中国メーカが
60%

少子化 労働人口減少

ESG経営

E：環境

成長市場

人口世界一

※太枠水色部分が当社グループの規模・利益の拡大機会となりうる領域

GDP5位
（’27年には3位見込）



地球環境（脱炭素社会）への貢献

大型射出成形機、ダイカストマシン
超精密加工機

BSF、ロボット大型工作機械

• セパレータフィルム
• 電池組立ライン

• 発泡・炭素繊維成形
• 車体構造物 軽量化
• 自動運転センサーレンズ

• タービン
• 旋回軸

事業ドメインはＥ（environment）が中軸に

CASE
（軽量化／自動運転）

二次電池
蓄電池

再生可能
エネルギー

送電・充電 廃棄
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地球環境に寄与する高付加価値商品を提供し、事業規模拡大および利益率向上を図る

搭載

リサイクル

• ケミカルリサイクル

押出機



自動車産業の動向への対応

電池需要 ↑

• ゲームチェンジを起こされたくない
• エンジン技術の優位性を保持したい
• 傘下協力会社の雇用を守りたい

覇
権
争
い

• ゲームチェンジを狙って、EV車を国
家政策的に推進

• エンジン技術の陳腐化を画策
• 日本車の域内からの締め出し？

中国 日本(一部)
欧州

（独・伊など）
欧州

押出BSFの拡大
ダイカストマシン
の需要継続

エンジンの継続 →

電気自動車 水素エンジン車新燃料エンジン車

排出CO2削減

どちらの動きにも対応できるよう
人材の流動化で

技術・技能マルチ化を目指す
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アルミフレーム化にもチャンスあり



地政学リスクへの対応

米IRA法
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当社

EV車を購入する際に、
所得税控除を受けられる条件

Made in

搭載電池

…電池の部材の一定割合が、
FTA国または北米で製造

購入

消費者

3国で完成したEV車

３国以外の
自動車メーカ

納入

• 日・韓の自動車メーカが米国で
EV専用組立ラインを新設・増設の動き

• 日系自動車メーカが電池工場を
合弁で米国に建設の動き

中国電池
メーカ

上記の動きに対し、

• 北米でのEV車設備投資に対し、電動式射出成形機で需要の取込

• 地政学リスク回避の手段として、BSFの米国・欧州・インドへの販路を開拓

中国
ｾﾊﾟﾚｰﾀﾌｨﾙﾑ

メーカ



自動省人化への対応
出所：日経新聞（2023年4月4日）◼ 製造業ロボット密度（国別）

◼ 製造業向けロボット市場（世界）

0

5

10

15

溶接・

塗装分野

ｱｸﾁｭｴｰﾀｰ

分野

組立・

搬送分野

クリーン

搬送分野

2022年 2027年
千
億
円

自動車組立工程の無人化
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人口減の危機感が強い国は、ロボット密度が高い

0
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1000

1200

0.5 1 1.5 2

合計特殊出生率（2020年）

製
造
業
の
労
働
者
1

万
人
当
た
り
の

ロ
ボ
ッ
ト
数

韓国

シンガポール
日本

米国

フランス
中国

労働人口減少が進む日本・
中国ではロボット導入が加速

《顧客メリット》

•既存生産ラインのレイアウト変更不要

•安全柵不要
•２人作業 ⇒ 作業員１人＋ロボ１台

出所：富士経済（2023年4月25日）

協働双腕ロボット

(人)

（台）



過去最高収益を目指し、ポートフォリオ組替え

過去最高収益＊へ
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2006年度

売上：1643 億円

営利： 205 億円

＊当社グループ過去最高収益

設備

押出市
場
成
長
性

利益率・資産効率

成長停滞
事業

優先投資

人員シフト

772

643
755

859

1415

296

208

236

273

266

91

73

92

104

123

1167

926

1077

1231

35

4

42

57

150

-30

20

70

120

170

-300

200

700

1200

1700

19 20 21 22 23 24 25 26

成形機 工作 制御 その他 消去 営業利益

単位：億円

年度

1800億

次期中計期間

予想
今後数年間の売上高は
好調な押出事業を数値構成のベースに
他事業を上乗せした形で
2000億円規模の数値形成が継続見込

押出事業を中核に添え
事業ポートフォリオを組み替える



〒100-8503 東京都千代田区内幸町2-2-2 富国生命ビル

TEL (03)3509-0444  FAX (03)3509-0333  URL : http://www.shibaura-machine.co.jp/
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https://www.shibaura-machine.co.jp/


